
日程

登録ページ

時間

会場校 東京都立国際⾼等学校

2026年8月29⽇（⼟）

午前10時から午後4時

〒153-0041 東京都目黒区駒場2-19-59住所

国際バカロレアディプロマプログラム

フォーラム in 東京

国際バカロレア機構主催　「DPフォーラム in 東京」を開催致します

国際バカロレア機構（IBO）は、ジュネーブに本部を置く国際教育を牽引する教育機構です。私たちは、児
童・生徒の知識および探究⼼を育み、⾃らの⾏動に⾃信を持ち、さらに他者に対する思いやりを備えた若

者を育成することを⽬的として、3歳から19歳を対象とした4つのプログラムを世界163か国6,289校
（2026年6⽉現在）に提供しています。

国内のIBワールドスクール（認定校）は現在146校となり、日本は世界で7番⽬に認定校数の多い国となっ
ています。このうち80校が、16歳から19歳の⽣徒を対象に⼤学⼊学資格取得を⽬指す国際的なカリキュラ
ムであるIBディプロマプログラムを導⼊しています。国内では⽣徒数の減少などを背景に、⾼等学校にお
ける教育の選択肢の在り⽅について、各⾃治体や学校において様々な議論が⾏われていますが、そのよう

な状況の中でも、⽇本国内でIBディプロマプログラムを導⼊する学校数および同プログラムで学ぶ⽣徒数
はいずれも増加を続けています。

今回の「DPフォーラム in 東京」では、IBディプロマプログラムを導入している学校からコーディネーター
の先生方および生徒の皆さんをお招きし、変化する時代と高等学校教育の役割および選択肢について多角

的な視点からディスカッションを⾏います。 興味をお持ちの⽅は、どなたでもご参加いただけます。（定
員：100名）

参加対象：（定員：100名）
国際バカロレア教育に興味のある学校関係者および自治体関係者の皆様

大学関係者の皆様

生徒、保護者の皆様

お問い合わせ

国際バカロレア機構　地域開発及び高大連携　アソシエイト・マネージャー

黒川 礼子 ayako.kurokawa@ibo.org

登壇者

東京都立国際⾼等学校

DPコーディネーター
青⽊ ⼀真

ぐんま国際アカデミー

中高等部

DPコーディネーター
トパール　サッビ

さいたま市立

大宮国際⾼等学校

IBコーディネーター兼
DPコーディネーター
ブラッド・シーマンズ

国際バカロレア機構

政府パートナーシップ

マネージャー（日本）

Tony Sweeney

国際バカロレア機構

地域開発および高⼤連携

アソシエイトマネージャー

黒川　礼⼦

文部科学省協力

横浜インターナショナル

スクール  
DPコーディネーター  
ペイジ　澄⼦



9:30 - 10:00 受付

時間 セッション 登壇者

スケジュール

10:00 - 10:10 開会のご挨拶 文部科学省

10:20 - 10:40 国際バカロレア機構よりご挨拶

10:40 - 11:00
変化する時代と高等学校教育の役割
および 選択肢：東京都の場合

11:10 - 12:10
パネルディスカッション①
ディプロマプログラム
コーディネーターの先生方

東京都立国際高等学校　青木　一真先生
ぐんま国際アカデミー中高等部　トパール　サッビ先生
さいたま市立大宮国際高等学校　ブラッド　シーマンズ先生
横浜インターナショナルスクール　ペイジ　澄子先生

13:00 - 14:00 パネルディスカッション②

IB履修生の皆さん
DP履修生の皆さん

東京都教育庁　都立学校教育部　
都立高校改革推進担当課長
山家　美由紀様

国際バカロレア機構　
地域開発及び高大連携アソシエイト・マネージャー
黒川 礼子

10:10 - 10:20 会場校よりご挨拶
東京都立国際高等学校長
寺島 雅夫先生

11:00 - 11:10 休憩

12:10 - 13:00 昼食

14:10 - 15:00 授業見学 ⽇本語A：⽂学 東京都立国際⾼等学校 横⼭翔太先⽣

15:10 - 16:00 DP履修生の進路について

国際バカロレア機構　
地域開発及び高大連携アソシエイト・マネージャー
黒川 礼子
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